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活動報告　2012 文教大学越谷図書館　鈴木 正紀

●第 25 回総会（2012 年 5 月 29 日）
第 25 回総会を、聖学院大学において開催した。
平成 23 年度事業報告などの報告の後、（1） 平成 24 年度

事業計画、（2） 平成 24 年度予算、（3） 平成 24 ～ 25 年度幹
事館及び会計監査館の選出、などが協議され、いずれの案
件も原案通り承認された。総会後、聖学院大学教授（図書館
長）である土方透氏による記念講演「図書館から拓く世界－
ポスト冷戦時代の自由、グローバリゼーション時代の自由」が
行われた（内容については別掲）。参加数は 25 機関 40 名（他、
委任状提出 22 機関）だった。終了後、意見交換会を行った。

●図書館と県民のつどい埼玉 2012（2012 年 12 月 2 日）
さいたま文学館・桶川市民ホールを会場として開催した。

SALA は恒例の「大学図書館のお宝、お見せします！」の
タイトルで合同展示を行うとともに、各機関で実施してい
る市民向け公開講座の情報を提供する冊子を作成し来場
者に配布した。展示内容については別掲。

●論文投稿
SALA の活動を広報していくことの一環として、図書館

関係雑誌に以下の記事を投稿した。
（1）鈴木正紀「埼玉県大学・短期大学図書館協議会

（SALA）の活動：地域における図書館活動の連携を目指
して」『図書館界』64（3）、212-217（2012）

http：//sucra.saitama-u.ac.jp/modules/xoonips/
download.php？id=BKK0002150
（参照 2013-02-27）
（2）鈴木正紀・若生政江・菊池美紀・湊伸子・近藤秀二・

肥土広康・柴原秀美「埼玉県大学・短期大学図書館協議
会（SALA）のあゆみと今後の展開」（『大学図書館研究』
に投稿、掲載予定。2013 年 2 月末現在）

●研修会（2012 年 11 月14 日）
第 24 回研修会を「みんなで考えよう！ 図書館の防災」

をテーマとして、文教大学で開催した。41 名の参加があっ
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た（講師含む）。各氏の講演内容については別掲。終了後、
講師を交え意見交換会を開催した。

●会報発行
SALA 会報第 21 号を 3 月に発行した。

●共同購入事業
昨年度から実施している、電子資料・物品の共同購入

事業について、今年度は新たに 3 社が加わり、都合 7 社
と取引をすることとなった。現在のところは物品の共同購
入が取引のほとんどを占めている状態である。

●埼玉県地域共同リポジトリ SUCRA の運用
現在、12 機関が参加をして運用されている。より安定

的な運用環境を実現するための検討を続けている。

●幹事会
幹事会は総会で選出された幹事館（14 機関）で構成し、

当会の運営にあたっている。平成 24 年度は 4 回の幹事会
を開催した（予定を含む）。役割分担については、当年度
の事業課題（定例的なもの / 当年度に特有のもの）を設定
し、それらに対して幹事が分担して当たるという形をとって
いる。紙幅の都合で、分担の詳細は割愛する。

なお、幹事会メンバーは以下のとおりである。
代表幹事館：文教大学越谷図書館
幹　事　館：跡見学園女子大学新座図書館、

国立女性教育会館女性教育情報センター、
埼玉純真短期大学図書館、
埼玉女子短期大学図書館、
埼玉大学図書館、
十文字学園女子大学図書・情報センター、
淑徳大学みずほ台図書館、
城西大学水田記念図書館、
駿河台大学メディアセンター、
聖学院大学総合図書館、
大東文化大学 60 周年記念図書館、
東洋大学附属図書館川越図書館、
獨協大学図書館

なお、会計監査は埼玉学園大学情報メディアセンターが
担当している。




